
 

2 0 1 7 年 4 月 2 1 日 

東日本旅客鉄道株式会社  

盛 岡 支 社 

～「究極の安全」に向けた取り組み～ 

２０１７年度 「ＩＴＳ実践報告会」実施のお知らせ 
 

 

 

 

 

 

１．ＩＴＳ実践報告会について 

 ＩＴＳ実践報告会は、車両故障や輸送障害等の異常時対応訓練を、安全確認の精度を向上させる 
ために有効と言われる指差喚呼を実践しながら行うことで、設備部門社員およびパートナー会社社員

の対応能力向上と安全意識をさらに高めることを目的とした訓練会です。 
 報告会では、参加社員が１組５名前後のチームを組み、３０分程度の時間の中で異常時発生を想定

した復旧対応を行い、作業着手から終了まで、意識を込めた正しい指差喚呼を実践し、安全に、 
速やかに復旧ができるよう訓練します。  
※「ＩＴＳ」とは「意識を込めた（I）、正しい（T）、指差喚呼（S）」の略称 

 

２．実施日時 

２０１７年５月２５日（木）１０時００分～１６時００分  

（詳細スケジュールは決まり次第お知らせいたします） 

 

３．実施場所  

村崎野イーハトーブトレーニングセンター（ＭＩＴ）研修棟 

村崎野駅構内（駅西側）（岩手県北上市村崎野 14地割 66番 6） 

 

４．参加予定者数 

弊社約１００名  設備関係パートナー会社約５０名  合計約１５０名 

 

５．ＩＴＳ実践報告会における想定訓練の実例 

（１）故障車両緊急点検のための停電確認を想定した訓練 
線路上で故障により停車した車両の点検のため、 

車両の屋根に登っての点検が必要となる想定。 
その際に架線の送電を停止する手配が必要となるが、 

停電手配が確実に実施されているかの確認を行う訓練。 
 

（２）線路内の支障物発見による列車防護訓練 
駅構内において構造物の調査中に線路上の支障物を発見し、 

     列車の運行に支障があると判断した想定。 

列車を停止させる手配を行い、その後に支障物の撤去及び 

類似箇所の点検を行う訓練。 

 

 

 

 
※写真はイメージです。 

ＪＲ東日本グループでは、「グループ経営構想Ⅴ～限りなき前進～」の中の「変わらぬ使命」を果たすた

め、「究極の安全」に向け様々な取り組みを推進しております。盛岡支社では、安全文化を根付かせる取り

組みとして、教育訓練設備「村崎野イーハトーブトレーニングセンター（ＭＩＴ）」の整備・拡充を行うと

ともに、実践的な教育・訓練会を実施しております。 

このたび、車両故障や輸送障害等の異常時対応を想定した訓練会「ＩＴＳ実践報告会」の今年度の実施

日程が決まりましたのでお知らせいたします。 

 

【現場立ち入り前の指差喚呼】 

【線路点検をしている様子】 

【停電確認のための指差喚呼】 



【参考】村崎野イーハトーブトレーニングセンター（ＭＩＴ）について 

  

１．村崎野イーハトーブトレーニングセンター（ＭＩＴ）について 

ＭＩＴとは、レール・マクラギ・分岐器等の線路設備、線路を支える構造物・ホーム等の土木設備、

駅舎・ホーム上屋等の建築設備、駅舎に付帯する機械設備、列車の運行を制御する信号設備、列車等

に電気を供給する電力設備等、多くの分野で成り立っている訓練施設の略称です。 

座学で覚えた知識をすぐに実践で活かせると共に、分野毎に実践的かつ専門的な訓練可能な鉄道設

備保守管理に関わる技術向上のための訓練施設となっています。 

 

（１）設備概要 

敷地面積    ： 4,470㎡（専用通路除く）（研修棟 85.6 ㎡） 

訓練線延長  ： 276ｍ 

主な訓練設備： 軌道設備、伸縮継目 1箇所、分岐器 3組、横取装置 1組、 

ホーム設備 1面、電車線路設備（トロリ線）、高圧配電線路、研修棟など 

     

※2016 年度に分岐器 1組、高圧配電線路の設備を増設しています。（下線部） 

    ※2017 年度以降、軌道回路や信号機等を増設する予定です。 

 

（２）研修や訓練内容 

研修 ： レール、分岐器などを管理する保線技術 

ホーム、防災設備などを管理する土木技術 

電車線路、配電線路などを管理する電力技術 

転てつ器、軌道回路などを管理する信通技術 

・異常時対応訓練（分岐器不転換、災害発生対応）、技術競技会など 

 

【ＭＩＴ概略図】 
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